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公益社団法人愛知県医師会 第 39 回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：令和 2年 3月 19 日(木) 午後 2時 30 分～午後 4時 45 分  

開催場所：愛知県医師会館 4階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／城  義 政  市 川 朝 洋  杉 田 洋 一 

理 事／伊 藤 健 一  加 藤 雅 通  大 輪 芳 裕  西 山  朗  樫 尾 富 二   

  樋 口 俊 寛  纐 纈 雅 明  細 川 秀 一  野 田 正 治  林  義 久    

 浅 井 清 和  湯澤由紀夫  田那村 收  小 出 詠 子  渡 邊 源 市 

監 事／川 上 雅 正  野 口 良 樹  横 井  隆 

代議員会議長／服 部 達 哉 

代議員会副議長／伊 藤 宣 夫  山 本  楯 

 

議事録作成者  加 藤 結 花 

 

 

※加藤理事、離席のため、承認事項 1(1)については、出席者 24 名(うち理事 18 名)にて

審議した。 

 

議長は、定款第 39 条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 25 名(うち理事 19 名)で、理事現在数 19 名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39 条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

議事進行に先立ち、柵木会長より挨拶。 

 

 

議 事 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について                

 (１)後援並びに共催について 

第 52回日本動脈硬化学会総会・学術集会(会長 葛谷雅文：名古屋大学大学院医学系

研究科地域在宅医療学・老年科学教授)主催の第52回日本動脈硬化学会総会・学術集

会〔7/17(金)・18(土)〕の後援について 

樫尾理事より説明され、承認された。  

 

(２)令和2年度豊川市民病院地域医療支援委員会委員の委嘱について 
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樫尾理事より説明され、本会の樋口理事を推薦することが承認された。  

 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について   

柵木会長より、以下のNo.1～2の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催につい

て一括承認を求め、承認された。      

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 4/17(金) 
愛知県医師会地域医療政策研究機

構委員会 
802会議室 

伊藤理事 

小出理事 

2 
7/18(土) 

8/22(土) 

令和 2年度母体保護法指定医師講

習会 
9 階大講堂 

西山理事 

樫尾理事 

 

３．令和２年度愛知県医師会事務局等の人事異動等について   

樫尾理事より、本件は人事案件であるため議事の最後に諮ると発言され、承認さ

れた。 

 

 

―協議事項― 

４．入会金の徴収猶予申請について               

西山理事より説明され、尾北医師会より申請があった入会金の徴収猶予申請が承

認された。 

 

５．その他 
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─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．日本医師会理事会〔3/17(火)〕(TV 会議)について 

(日本医師会主催：本会館内)                     

柵木会長より、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、TV 会議により開催され

たと説明された。理事打合会の議題である「代議員会中止を受けて」「医師の働き

方改革における評価機能について」の内容については、冒頭挨拶で報告された。 

また、理事会の議事等については、特に報告する案件はなかったと補足された。 

 

２．令和元年度都道府県医師会医療関係者担当理事連絡協議会〔3/11(水)〕(TV 会議) 

について 

(日本医師会主催：804 会議室)              

大輪理事より、看護職員をめぐる最新の動向、日医医療関係者検討委員会報告書

等について説明がなされたと報告された。日医の見解は、現行の准看護師資格を

見直し、入学資格を高校卒業程度へ引き上げ、国家資格化とすることにより准看

護師の地位向上を図り、応募者増加に繋がることを目指していると補足された。 

 

３．第 3回都道府県医師会新型コロナウイルス感染症担当理事連絡協議会〔3/13(金)〕

(TV 会議)について 

(日本医師会主催：9階大講堂)             

浅井理事より、日本医師会より、マスク・消毒液の今後の供給体制や帰国者・接

触者相談センターに対する支援体制の構築、新型コロナウイルス感染症が疑われ

る者の診療に関する留意点等について説明がなされたと報告された。また、マス

ク等の安定供給に向けた調査に基づき、病床数を考慮の上、既に救急指定病院へ

は配付済である。一般医療機関については会員数で案分し、来週中に地区医師会

へ配付を予定しているが、アルコールについては詳細が把握できず、状況確認次

第案内したいと補足された。 

 

【本会関係会議について】 

４．第 10 回愛知県医師会地域医療政策研究機構委員会〔3/16(月)〕について  

(5 階医師連盟会議室)                 

伊藤理事より、 第 18 回医療計画の見直し等に関する検討会、新型コロナウイル

ス関連について議論が行われたと報告された。 

       

５．母体保護法指定医師審査委員会〔3/11(水)〕について 

(801 会議室)                       

西山理事より、母体保護法指定医師審査対象者について審査し、書類不備により

審査保留となった新規申請 1 名を除き、9 名の申請が了承されたと報告された。
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また、母体保護法指定医師講習会参加証の交付対象講習会について審査を行い、

了承されたと説明された。 

 

６．人事委員会〔3/12(木)〕について              

柵木会長より、本件は人事案件であるため、本会議の最後に協議事項と合わせて

報告すると発言された。 

 

７．地域医療介護委員会〔3/17(火)〕について         

野田理事より、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、委員へのメーリングリ

ストによる資料送付及び意見照会の実施をもって書面による開催としたと報告さ

れた。次年度に開催する保健・医療・福祉の連携強化に関するシンポジウムのテ

ーマ案について委員へ意見を募り、後日、結果のフィードバックを行い、次回の

委員会ではその結果を基に協議を進める予定であると説明された。柵木会長より、

シンポジウムのテーマについて質問され、野田理事は、①独居者を地域包括ケア

としてどのように対処していくか、②多職種連携をテーマとする、③ICP を用い

た地域連携と災害対策、の 3点を提案したと説明された。 

 

８．講演会・研修会等について   

浅井理事より、2回目となるが防護服の脱着訓練を主として開催されたと報告さ

れた。柵木会長より、病院を隔離施設にすれば機能が破綻する恐れがあることか

ら、病院側から藤田医科大学岡崎医療センターが受け入れたと同様なモデルで、

不顕性感染者、軽症者等を受け入れて生活できる施設の設置要望があった。医療

的ケア等も含めて後ほど話題提供で検討いただくと発言された。 

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 3/12(木) 
第 2 回新型コロナウイルス感染症対策講

習会 
156 名 

浅井理事 

田那村理事 

  

【行政、その他関係団体等会議について】 

９．愛知県新型コロナウイルス感染症対策本部医療専門部会〔3/18(水)〕について 

(愛知県主催：愛知県議会議事堂)                   

柵木会長より、8名のメンバー紹介後、県内の感染者状況、医療体制の流れ、新

型コロナウイルス遺伝子検査件数について説明がなされた。 

 

１０．令和元年度愛知県委託助産師出向支援事業に関する協議会〔3/6(金)〕について 

(愛知県看護協会主催：愛知県看護協会)         

大輪理事より、今年度の実施報告、令和 2年度の意向調査等について報告がなさ

れたと説明された。助産師派遣の目的は、アドバンス助産師の更新要件を満たす

ことが大きい。マッチング結果としては 3医療機関中 2医療機関が契約に至った

と補足された。 
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１１．愛知県訪問看護ステーション協議会理事会〔3/11(水)〕について 

(愛知県訪問看護ステーション協議会主催：愛知県看護協会) 

   大輪理事より、令和 2年度事業計画について検討を行ったと説明された。また、 

   新型コロナウイルス感染症に関する訪問看護従事者の対応例等について、説明が 

なされたと報告された。 

 

１２．愛知産業保健総合支援センター運営協議会〔3/11(水)〕について 

(愛知産業保健総合支援センター主催：501 会議室)    

西山理事より、令和元年度事業実績については、地産保の登録産業医の個別訪問

の目標数は 317 件であるが、実績は 78 件で達成率は 24.6％に留まっており(昨年

80 件、全国平均 206 件、岐阜 396 件、三重 301 件)、地域窓口相談数の目標は 2,429

件で、実績は 2,610 件、達成率は 107.9%であった(昨年 2,376 件、全国平均 1,479

件)と報告された。また、令和 2年度産業保健活動総合支援事業における方向性に

ついては、主に治療と仕事の両立支援、中小企業の働き方改革、メンタルヘルス

対策(個別訪問して)を重点的に取組むと説明された。 

 

【その他事項について】 

１３．その他 

①支払基金幹事会〔3/11(水)〕について(中止のため資料提供)   

杉田副会長より、新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止となったが、

後日、支払基金担当者から資料説明がなされたと報告された。令和 2事業年度一

般会計事業計画については、審査事務を集約することにより、人件費を削減し人

事制度改革を行う。業務効率化・高度化計画に係る取組については、審査基準の

統一化、レセプトのさらなるオンライン化の推進を図ると説明された。また、4

医薬品について審査情報提供がなされた。次いで、全国、愛知県の原審査(医科)

の状況等について報告された。 

 

②令和 2年度第 2回愛知県後期高齢者医療制度に関する懇談会〔3/17(火)〕につい 

 て(中止のため資料提供)               

杉田副会長より、新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止となり、資料

送付のみの対応となったと説明された。令和 2年度の予算規模、一般会計・特別

会計における主な事業について説明された。また、オンライン資格確認の開始時

期である令和 3年 3月に向けてシステム改修等を行う予定であると説明された。 
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以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

令和２年３月１９日 


